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【国際特許分類】
   Ｈ０２Ｍ   5/297    (2006.01)
   Ｈ０２Ｍ   5/293    (2006.01)
【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成20年8月1日(2008.8.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
三相電源（１）と負荷（３）とを、９つのスイッチからなるマトリックスコンバータ（２
）で接続した主回路構成で、該マトリックスコンバータ（２）が前記負荷（３）に出力す
る電流を検出する電流検出器（３３）と、該三相電源（１）の電圧を検出する電源電圧検
出器（３４）と、該電圧検出器（３４）の出力を入力して電源電圧の位相と大きさを求め
て出力する電源電圧位相検出器（４２）と、該電源電圧位相検出器（４２）の出力と各相
の出力電圧指令と該電流検出器（３３）の出力とを用いて前記三相電源（１）の３つの電
源電圧の中で中間の電圧状態である相である中間相に流すべき電流である中間相電流指令
を演算して出力する中間相電流指令演算器（４３）と、該中間相電流指令演算器（４３）
の出力と前記電流検出器（３３）の出力とを入力して、前記マトリックスコンバータ（２
）の各出力相を前記中間相に接続する時間比率を求める中間相接続率演算器（４４）と、
該電源電圧位相検出器（４２）の出力と前記マトリックスコンバータ（２）が出力すべき
各相の出力電圧指令とを入力して前記マトリックスコンバータ（２）の各相の出力電圧が
前記各相の出力電圧指令に一致するようなキャリア比較信号を出力する基準キャリア比較
信号発生器（４５）と、該基準キャリア比較信号発生器（４５）の出力と該中間相接続率
演算器（４４）の出力を入力して６つのキャリア比較信号を出力するキャリア比較信号生
成器（４６）と、キャリアを生成するキャリア発生器（４１）と、該キャリア比較信号生
成器（４６）の出力と該キャリア発生器（４１）との出力を比較して出力する比較器（４
７）と、該比較器（４７）の出力と前記電源電圧位相検出器（４２）の出力の電源電圧の
位相とを入力して前記マトリックスコンバータ（２）のスイッチを制御する信号を出力す
るスイッチ制御器（５０）とからなるマトリックスコンバータ制御装置において、
前記キャリア比較信号生成器（４６）出力の６つの信号の中で最大のものと最小のものと
の差を最小とするように前記中間相接続率演算器（４４）の出力を求めることを特徴とす
るマトリックスコンバータ制御装置。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】図面
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【補正対象項目名】図１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【図１】
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